 講 演 要 録 

▼プロローグ
　・自立とは「自分で立つ」と書くが、心理学では「自律」の方を使う。自立とは「誰にも頼らないで一人で生きる」ということではない。「自分で自分をコントロールすることが出来るようになる」ことが大人の入口である、と我々がまず認識すべき。

　・まずは親が、自分の子がどちらに向いているのかを知ることが大事。しかし、子どもに「何をしたい？」と聞いても無理。

　・今の世の中は、自分のやりたいことが何でも出来るような社会ではない。だから、社会から求められることを分かったうえで、「自分とは何か」を見定めることが大事。社会と自分との折り合いがつくところで初めて仕事と出合える。

　・若者が働けないのは、学力の問題とは無関係であり、家族だけの問題でもない。社会システムの問題であり、教師である私も責任の一端を担っている。

　

　・待つことができない親が増えている。親から「言わないと分からない！」と言われると子どもは一番辛い。

　・祖父、父、孫という３世代のチームワーク力が上手くいった家族の子どもはやる気になるケースが多い。ただ、一口に家族といってもいろいろなので多角的に見ていく必要がある。

▼家族をとりまく就労環境

　・夫婦のみの世帯や単独世帯がどんどん増えており、15年後には３分の１以上が単独世帯になる。一人で暮らしたら、おかしくなるか、死ぬかどちらか。多忙と貧しさは命を奪うことがないが、孤独は人の命を奪う。

　・面会に来る親の回数が多い子ほど、２度と犯罪には手を染めなかったという少年院保護司の経験から、子どもを支えるのは家族の愛情であり理解だと考えるようになった。

　・単独で独りぼっちだと、支えあいが期待できない。どんなに愛し合っている夫婦でも、一緒にはなかなか死ぬことが出来ない。重い障害がある子をもった親の願いは、子より一日でも長生きすることである。支えあうということはお互いを認めるということである。

　・無関心な親、言い過ぎる親、口を出す親、手を出す親は駄目。子どもに感情的になった時、ぐっとその言葉を飲み込める親。その態度が、子どもにとってもっともありがたい期待として伝わる。

　・親は子や孫のために財産を残しても、子孫が幸せになるという保証はない。ボーダーレス社会、グローバリゼーションなど、世界経済の影響が、私たちの生活にまで及んでおり、家庭や地域だけでは、独立して社会で生活を完結することが出来ない。個人、家族の孤立は、社会システムにおけるさまざまなレベルの歪みを意味している。

　・第１次産業や介護事業は人手不足といわれるが、けっして楽な仕事ではない。一端クビを切られた人の再就職、転職は難しい。昔みたいに学歴さえあれば大丈夫という時代ではなく、能力主義がどんどん広がっている。高卒では賃金格差はそれほどないが、大卒はかなり大きくなってきている。

　・女性の場合は伝統的な制約がある。家事、育児の傍らＭ字型就労というものがあり、緩やかではあるが、非正規雇用というのが増えていた。同一企業で勤務している中でも、同年齢で賃金格差が出来ていて、各年齢層において格差が広がっている。また、非正規雇用の中では、契約社員、パートの数がどんどん増えてきている

　・「自分で自由に使えるお金が欲しい」という理由でパート、アルバイト、そして派遣契約といった非正規雇用を選んでいるケースが増えている。また、正社員として働ける会社がなかった。「働きたい会社がない」という理由も多い。

　・ニートと一口にいっても、家の中に完全に引きこもっている人もいれば、たまに働きに行って、そのお金がある間は働かず、お金がなくなったら働きに行くなど、様々な類型がある。

　・完全失業率は全国で4.4％（１月30日の統計）、三重県の有効求人倍率は0.95。全国的にみても0.72と１を完全に割り込んでしまい、厳しい就労環境が現実としてある。働こうと思っても、自分が思っているような職がないと諦めてしまう可能性があり、子どもが仕事を探しに行こうと踏み切った勇気を、親がどういうふうに支えるかが家族支援の大きな分かれ目である。

　・フリーターの経験は、企業に就職しようとする際になかなか評価してもらえない。ニートの経歴もマイナスになることが多い。

　・先が全く見えない厳しい社会状況の中、安心して頼れる人は家族をおいて他にない。子どもが助けを求めることが出来るような家族関係を築くことが大事である。

▼人間関係と自己

　・現在の社会は非常に危機的で不安だけれども、人は不安で先行きが分からない時ほど人との交わりを求め寄り添うものである。不安は、自分がより良く生きようとする原動力であり、交流は自分の可能性を気づかせてくれるチャンスである。

　

　・テレビや携帯、パソコンなどの登場によってバーチャルな世界が広がり、家族同士つながっているという実感がなくなりつつある。大人である私たちにも、自分の体験に基づく判断があるわけではない。バーチャル世界で生きているのは、子どもたちだけではなく、大人の我々もそうである。

　・親がいろいろな見方をもたないといけない。「こうでないといけない」と思っていると、子どもは窮屈になり、自分の中にあるバリエーションを探し出せずいっぱいいっぱいになってしまう。

　・利便性を追求しすぎた結果、人との関係がなくても、生活が済んでいくような時代になってしまった。そのことで、個別性が失われ、自分の存在意義が見いだしにくくなっている。だれでも出来るような仕事を与えられても、「別にお前でなくてもいい」と言われているのと同じで辛い。みな自分でないといけないような仕事をしたいと思っている。

　・女性よりも男性のほうが孤独感は強い。だから男の子は、助けを求めるのも下手。辛いことがあっても、自分をギリギリまでなんともならない状態まで追い詰めてしまう傾向がある。

　・何もする気にならない三大要素とは、「浮遊」「孤立」「遺棄」。しかし、働きに行かないことで、この浮遊を辛うじて免れているのが、家にいる子たちの真性でもある。

　・子どもが身だしなみのことを気にしはじめたときには、社会へ出て行く可能性が出てきたときであり、そこから徐々に変わってくる。

　・子どもの口から出てくる言葉は辛らつであっても、その一言の後ろに隠れているたくさんの思いがあることを知っておく必要がある。その子の行動プロセスにどんな発見が含まれているのか、どんな特性や特徴が反映した行動なのか、それを知っているのは親である。

　・自分をちゃんと分かっていてもらえる人が一人いれば人は頑張れる。そういう人が一人でもいて、自分のことを10のうち８でも分かってくれていたら、次に出会う人が６か５しか分かってくれなくても、その人とつながることができる。そしてそういう人が２人出来れば、次に出会う人が１か２しか分かってくれなくても、その人とつながれる（ソーシャルサポートネットワーク理論）。

　・人間の欲求は、「衣食足りて礼節を知る」ということわざ通りの順番に進む。衣食住が満ち足りると、そこで止まらず、人と関わりたい欲求が生まれる。また、人と出会ってつき合っても、どこそこの誰であるという価値を自他共に承認されていないと不安になるのが人間。人と関わりをもつと、その次には集団に所属したいという欲求が生まれ、この段階が就職の段階。

　・大切な人との日常の関わりが、交流態度の基礎である。子どもに関わる親が喜びを持った時、その子の知能と免疫抵抗力は７倍上がる。親の愛情ある慈しみというのは、子どものためだけではなく、親自身の気持ちの安定にもつながる。

　・近づいていって、あるいは一緒にご飯を食べて、そしてそこで安心して、喋ったり、笑ったりすることが出来る人はOK。不安が高くて家族を寄せ付けないとか、誰とも顔を合わせない生活をしているような場合は、その子の心の中にある不安と回避を見て取ることが必要である。

　・人は一人で生きることは出来ない。しかし、今日では「『支え合う』という実感が生きる気力の源泉である」ことに気づきにくい社会構造になっている。だからこそ、親はわが子の笑顔を見た時に幸せを感じ、支え合うという実感をわが子がしっかりと感じてくれていることに喜びを見出す必要がある。その実感を、喜びとして捉えることの出来た子は、セルフコントロール＝自律への一歩を踏み出したことになる。

　・「仕事を辞めてしまったわ」「そうか」。そのときに、「また次がある」「頑張れ」と言ってはいけない。それをぐっと飲み込む。「そうか」と言ってもらった子は、自信を覚える。寛容に受け止められたとき、子どもは「次はもうちょっと頑張ってみようかな」と言う気持ちになれる。

　・人から賞賛され、「よかったな」という仲間との関係を覚えた人は親切を覚える。「どんなに僕が失敗しても、親は見ていてくれる。諦めても、次があると親は思っていてくれるな」と安心を経験した子は、親に信頼を得る。援助され信頼される人は、世の中の愛情を「ああ、世の中って捨てたもんじゃない」という風に受けとめられるようになる。

　・働きに行くと「辞めたい」と思うことは誰でもあるのに、頑張りすぎて「そんなことはない」と言って無理をしてしまう。そして、だんだん余裕がなくなり燃え尽きてしまう。だから、「仕事が辛い、つまらない」と自分の気持ちが言える事が大事。その気持ちにつき合うことで、気持ちが楽になる。

　・親も不安だけれども、わが子のために自分の不安を押し隠して前を歩くしかない。そういう親を見て、子は「そうか、父ちゃんも母ちゃんも不安かもしれないけど、ついていこう」と思える。この親の姿勢が家族だからこそ出来る覚悟であり、その姿勢を子に見せていくことが大事。

　・人間は、他者との関係の中で、初めて自分を実感できる。その中でもっとも重要で基本的な人間関係は家族であり、その家族から受ける無条件の関心、共感、理解をもとに子どもたちは生きている。しかし、その愛を注ぐ親の側が、「誰かに認められている」という実感がないと、その愛を注ぎ続けるのは難しいという現実がある。

▼家族にできる援助

　・アイデンティティーの崩壊に陥っている。自分が自分でない。いったい自分は何なのかわからない。私はこうだ、と言える自分がいない。

　・意識の「能動性と受動性」のバランスが取れていない状態。たとえば、自分が「やりたい、やりたい」ばかりで、やりたいことを調節する機能が低くなっていると行動にいけない。

　・外からこうだと言われたことを、自分の中に同化しようとしたとき、それを自分の枠組みの中で処理出来なかった場合は調節する必要がある。この同化と調節のバランスがとれた時に人間ははじめて次の段階に進むことが出来る。

　・人の性格は、付き合っている人で決まる。だから、人と付き合ってもいないのに、本当の自分を見つけることは出来ない。

　・フリーター、派遣社員を自分の好きなスタイルで働けるという理由で、自分を見つける方法として選ぶ場合もあるが、そのようにして自分に合う仕事を見つけられることは稀である。

　・インド旅行、ブログ、出会い系、路上詩人、星占い、前世占い、自己啓発セミナー、ボランティア・・・さまざまな自分さがしのツールが巷には溢れかえっている。それらは、癒しや消費行動にはなっても、本当の自分を見つけることは難しい。

　・自分より２歳くらい上の人と出会った時に、自分の就労意欲がかきたてられたとか、同性の先輩にアドバイスを貰った時に一歩を踏み出せたというように、実際に生身の人間と出会いの中で心が動くものである。

　・まず、自分の子の意識がどちらに向いているか、どんな精神状態にあるかを見てとること。自分の意識が内側ばかりに向いて、自己注目度が高すぎるとうつになる。人に自分をどう見せるかというふうに外側に気持ちが向くようになると、自分はいったい何をしたいのかとか、自分の感情を「ああ、今はこうだからこうやってコントロールしなければ」と考えることができ、行動に結びついてくる。

　・落ち込んでいるときに自分の鏡に自分の顔を映して、1日5分３回見ることができれば、精神的健康状態を保てている。自分で自分のことを見ていることに気がつく人（セルフモニタリングできる人）は軌道修正が可能。落ち込んだ時に「こうすれば何とかなる」ということを見つけ出すことが大事。

　・何がストレスになるかは人によって違う。だから、まずは自分にとって何がストレスになるかを自分で知ることが第１段階。次の段階として、その受けたストレスを自ら処理することができるスキルを身につけること。そうすればそのストレスはストレスでなくなり、可能性が見えてくる。

　・何か気がかりなことがあると、他のことが手につかなくなることがある。だから、そんなときは誰かに話して聞いてもらえばいい。話したところで現実は変わらないが、自分のもやもやとした気持ちを受け止めてもらえる人が存在し、気持ちを言葉にして話すことで気持ちが整理されていくことがある。それがカウンセリングの意味であり、話を聞いてもらって気持ちが楽になったら、そのカウンセリングは成功である。

　・自分が認められていない人は、すぐに怒りやすい。充実した毎日を過ごしている人は、好き嫌いよりも客観性を重んじることができる。

　・「もし私の命を全部投げ出して、この子の命が助かるのだったら、私は今すぐここで死ぬ」それがやはり親の気持ちであり、それに応えたいと思うのも子どもの気持ちである。

　・親の期待を子どもはずっと背負い続ける。親の期待とその期待に応えようとする子どもの気持ちが同じ強さで合った時、子どもは一歩を踏み出すことが出来るようになる。

　・どんなことがあっても、どんな時でも「俺はやっぱり生きたい、生きていたら俺を認めてくれる人がいるし、喜んでくれる人がいる」という気持ちは家族にしか支えられない。そのことを忘れないでほしい。

以上
平成２０年度　若者の自立を考える保護者向けセミナー　松阪会場


演題：家族に出来る就労支援　


      生きる意欲と働き甲斐を支える家族のサポート


講師：太田　仁氏（社会学博士・家族社会心理学研究所主宰）


日時：平成２１年２月７日（土）13:30～16:30


会場：松阪市市民活動センター・大会議室
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